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序論 

分光用途の回折格子には、①回折効率が高いこと、②角度分散が大きいこと、③効率の偏光依

存性がないことが求められる。偏光依存性の大小は光波長と格子周期 p の比で決まる[1]。角度

分散と偏光依存性の間にはトレードオフがあるため、格子の設計では従来どちらかを優先させて

いた。ここでは、筆者らが考案した偏光依存性のない回折型分光素子について報告する。 
実験と結果 

Fig.1 に本素子の構成を示す[2]。二枚の透過型回折格子 G1、G2 で波長板 WP を挟み、入射光の

TE 偏光成分を G1 で、TM 偏光成分を G2 で回折させる。G1、G2 には１次回折効率の偏光依存性

が大きい Bragg 格子を用いる。WP は斜入射の光に対して/2 板として作用し、透過光と回折光の

偏光方位を変換する。G1、G2 と WP の間に接着層を置き、屈折率の整合をとっている。 
評価のために、波長域 680±50nm で機能する素子を試作した。格子の設計には厳密結合波解析

を使い、波長板の設計にはミュラー行列解析を使った。レーザー干渉露光とドライエッチングで

石英基板へ格子を作製した。格子周期を 400nm に選び、波長 680nm に対して/p=1.7 とした。格

子深さを 800nm に選び、TE 偏光の効率として≧80%を得た。格子 fill factor を 0.45 と選び、TM
偏光の効率をほぼゼロとした。y-cut 水晶から成る二枚の位相差板を貼り合わせて波長板とした。

位相差板の光学軸の方位を格子ベクトルに対して 40°と 140°に設定した。回折光を利用して、

二枚の格子の方位を合わせた。試作した素子は、大きさ 20mm×20mm、厚さ~2mm である。 
Fig.2 は、測定した１次回折効率と入射偏光方位の関係である。波長 633nm のレーザーを 58°

（波長 680nm に対する Bragg 角）で格子面から入射した。効率の偏光依存性が十分に小さいこと

がわかる。主な変動要因は格子間の効率差である。比較のために、格子単体の結果も図示した。

白色光に対する素子の透過率は、TE、TM 偏光ともに、上記波長範囲で 5%以下であった。 
結論 

回折効率が入射偏光に依存しない回折型分光素子を提案し、その原理を実証した。今後の課題

は、貼り合わせる二枚の格子の効率差をなくすことである。格子の作製法を見直したい。  
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Fig. 1.  Configuration of the proposed 
light-dispersing device. 

Fig. 2.  Measured diffraction efficiency vs. 
incident polarization angle (=633nm).   
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